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要         旨 

本研究は、帰国中学生および高校生が異文化体験を経てどのような特性を得た

か、また、その特性の活用に関してどのような意識を持っているのかを実証的に

検討したものである。第１章から第３章までは文化移動する子どもたちの海外で

の教育、帰国した子どもたちの日本の学校文化への受入など歴史的な動向を詳説

した。第４章から第５章では帰国生教育研究を概観し、分析枠組としてコミュニ

ティ心理学、発達心理学関する理論について述べた。第６章では帰国生が異文化

体験を経て得た特性および特性の活用についての帰国生の意識を質問紙調査で検

討した。その結果、「在外経験の肯定的活用」は得点が低く、帰国中学生はクラ

スで在外経験を活かすことに大きな関心がないことが示唆された。第７章では帰

国高校生を対象に、彼らが異文化体験を通して得たと認識する特性を検討した結

果、「国際人としての態度」「外国語力」「対人関係力」「国際的知識・経験」「自

己表現力」「日本人としての自覚」の６因子を見出した。さらに、これらの特性

因子に対し特に帰国後の在籍高校や家庭によるサポートの度合いが、強く影響す

ることを示した。第８章では、帰国高校生が異文化経験を通して得た特性を活用

することに対して、「キャリア・社会貢献型」「学校貢献型」「融合型」「不活用

型」「特権利用型」の意識構造が見出され、帰国生受入れ目的校の在籍者のほう

が高い活用意識をもつこと等が明らかにされた。第９章では、帰国高校生の将来

のキャリアに対する意識として「国際キャリア志向」「国内キャリア志向」「国内

外不問」の３因子構造が示され、「キャリア・社会貢献型」の活用意識をもつ者

は、国際・国内にかかわらず高いキャリア志向を持つこと等が明らかにされた。

第 10 章では本研究で得られた知見を整理し、中学段階よりも高校段階の帰国生

の方が異文化体験を活かしやすい状況にあること、帰国生を家庭や在籍校を含む

コミュニティ全体でサポートすることで帰国生の特性に対する認識や活用意識が

高められることなどについて、理論に基づいて総合的な考察を行った。 

審査は左記の 5 名の審査委員により 11 月から 3 回行なわれた。審査委員会で

は、審査員一様に研究課題に即した明晰かつ総合的な分析がなされており、海外

から帰国した中学生・高校生の異文化体験の活用について、異文化間教育・コミ

ュニティ心理的から検討した独創性の高い論文であると評された。また、方法論

的にも質的なインタビュー及び質問紙調査を用いており研究の妥当性が高く評価

された。しかし、表現や形式的な面での若干の修正が指摘されたため、これらを

踏まえ適切に修正を行い 1 月上旬に再提出し、その後再審査の実施後、2 月 3 日に

公開発表会と最終試験が行なわれた。公開発表会では、明晰かつわかりやすい発

表であり、参加者や審査委員の質問に対しては真摯な態度で的確に応答した。最

終審査委員会では、博士（人文科学：Ph.D.in Intercultural Education）として

認定するに十分であると、全員一致で学位授与を決定した。 
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